
開催期間 2025年4月1日～2026年3月31日

第1回
・執行役2025年賞与
・役員報酬BIP信託ポイント付与

第2回
・委員長に事故ある場合の代行順位決定
・取締役報酬
・年間活動計画

第3回
・執行役社長の業績評価方法、
  および報酬決定方法

第4回
・役員報酬水準、報酬構成検証
・執行役社長の業績中間評価

第5回 ・役員報酬

第6回 ・執行役報酬

報酬委員会
■  報酬委員会の審議内容

■  執行役の報酬

　2025年4月から2026年3月にかけて、報酬委員会を
6回開催しました。
　取締役および執行役の報酬の決定に関する手続きの
公正性・透明性・客観性を強化するとともに、コーポレー
ト・ガバナンスの充実を図ることを目的とし、個人別報酬
など、役員の報酬に関する内容を決議しました。

■  報酬などの決定の基本方針
　役員報酬の体系およびその水準、個人別の報酬など
は、社外取締役が委員長を務める報酬委員会において、
他社の水準や動向などに関する客観的な情報を参考に
決定します。
　執行役としての報酬と、取締役としての報酬を別々に
決定し、取締役が執行役を兼務する場合は、それぞれの
報酬を合算しています。
　なお、報酬委員会規則において、委員の過半数は独立
社外取締役で構成されるものとし、特別の利害関係を有
する委員は議決に加わることができない旨を規定してい
ます。

■  取締役の報酬
　取締役の報酬は、固定報酬のみとなります。
　固定報酬は、執行役との兼務、常勤・非常勤の別による
基本報酬に所属する委員会や役割などに応じて加算を
行います。

　執行役の報酬は、固定報酬と業績に応じて変動する
業績連動報酬からなり、固定報酬と業績連動報酬の割
合は、概ね5：5を標準としています。
　なお今後、報酬体系全体の設計の見直しも検討して
まいります。

　固定報酬は、基本報酬、責任者報酬、代表権報酬で構
成されています。

　執行役に対し、単年度業績を反映した金銭報酬として
当該年度の期首事業計画および前年度の連結業績指標
などに基づき、支給の有無と支給の場合の総額を決定し
ます。執行役の個人別の支給額は、支給総額の範囲内で、
各執行役の重点目標施策の推進状況などを勘案して支
給の有無及びその額を決定します。賞与の算定に関わる
指標は、資本効率を考慮した成長の達成度を重視する視
点から、連結業績の投下資本利益率（ROIC）を基本とし
て設定します。なお、報酬委員会の決定を経て、年1回6月
に支給します。

■ 年次インセンティブ

　中期経営計画の主要目標値に対する達成度に基づき
当社株式を交付（一定割合は株式を換価して金銭を給
付）するものとし、中期経営計画の目標達成へのインセ
ンティブと株主価値向上への貢献意欲を高めるととも
に、自社株保有の促進を図るものです。当該株式の交付
については、クローバックおよびマルス条項を規程に導
入しております。中長期の業績目標は、経営方針を勘案
し重要な経営指標（連結営業利益率、連結売上高など）
としています。

■ 中長期型インセンティブ
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